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４．議事概要

2017年度第2回金流商流情報連携タスクフォースは、遠城委員長の進行にて以下の議事を実施した。（資料：金流商流情報2017-2-01）

４－１．2017年度第1回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認
　・事務局菅又より前回の議事録の概要説明があった。（資料：金流商流2017-2-02）

　・内容に関する質問や異議はなかった。

４－２．金融EDI（XML新システム）の状況と計画
　浅田委員より金融EDI（XML新システム）の状況と計画の説明があった。

（資料：金流商流2017-2-03）
　全銀協より8月29日に「XML形式　適用業務およびレコード・フォーマット」の制定についてを発表した。ベンダーへの説明を終了し今後は企業への説明を進めていく。続いて詳細資料の説明があった。なお、詳細の内容はHPに掲載されている。
　・適用業務とレコード・フォーマット

　・総合振り込み

　・振込入金通知

　・入出金取引明細

　・金融EDI情報の設定等
【質疑応答】

Q1：使用者は今回の配布資料を見て導入準備が可能となるのか？

⇒フォーマットはこの内容で結構です。接続仕様の取得については別途手続きが必要です。

Q2：通信のメッセージ情報はどういうタイミングでとるのか？
⇒ヘッダーのイメージでBAH（ビジネスアプリケーションヘッダー）を付加する。ヘッダーはデータの中にあり、通信ミドルではなくアプリケーションとして取り扱う。
⇒HPから今回の資料はダウンロードできるようになっている。

Q3：アンストラクチャの中の最初にヘッダーを入れるということか？
⇒アンストラクチャの初めにMIME情報を入れる。
Q4：XMLタイプとして複数個出てくる。ファイルとしては規格外になるのか。

⇒1個というルールはない。複数のXML文の扱いはアプリケーションで対応する。
Q5：テストデータは用意されるのか？サンプルデータなどあると作りやすい。
⇒今は、考えていない。

Q6：金融EDIのアンストラクチャ情報内の情報項目タグの（例として支払通知）は自由に使用できるのか？
⇒内容のチェックはしていない。使い方はアプリケーションによって決まる。全銀協としては業界毎に決まっていることが望ましいと思うが。
４－３．受発注等の企業間データ連携プロジェクトの状況
　鈴木オブザーバーより以下の説明があった。（資料：金流商流2017-2-04）
現在12のプロジェクトで推進中である。金融EDIとの連携は3つのプロジェクトで取り組んでいる。これらのプロジェクトは実装で終わりではなく、どう普及していくかである。方向性としては、FAXシステムの置き換えや共通システムの付加価値をどうつけるか、金融EDIとの連携などを目指していきたい。秋には今後の普及計画をまとめていきたい。データ連携委員会を中心に進めていくが、皆さんの協力も頂きたい。

４－４．金流商流情報連携の普及促進検討事項
  遠城委員長より次の自由討議（普及促進をどうすすめたらよいか）に入るにあたり、漏れることが無いように4つの視点（フレームワーク）から考えてみたい。（資料：金流商流2017-2-05）
1 何をするか（HOW）
2 誰がするか（WHO）

3 何が必要か、何が求められるか

4 どうしていくか（標準化＆メンテナンス）
４－５．金融EDI普及についての検討
  事務局菅又より、自由討議に移る前に以下の説明があった。（資料：金流商流2017-2-06）

①喫緊の課題　②第3のプラットフォーム　③イノベーション　④商工会議所の提案　
⑤普及の方策
　・日本経済の持続的成長のためには生産性の向上が不可欠
　・日商の意見書には「次世代企業間データ連携」の推進とある

　・普及促進のチャネルとしては、業界チャネル、地域チャネル、ITベンダーチャネル、金融チャネルとある。

　・普及促進のターゲットはアーリーアダプタだ。
４－６．自由討議
　前段の説明（４－４．及び４－５．）に基づいてそれぞれの普及促進についての自由討議を行った。
５．次回のタスクフォース開催日程
◆第3回金流商流情報連携タスクフォースの開催は以下の予定です。

　　期日：2017年10月25日（水）14時‐17時

　　場所：機械振興会館　6階6-62会議室
以上
　
配布資料一覧：


金流商流2017-2-01　第2回金流商流情報連携TF議事次第

金流商流2017-2-02　第1回金流商流情報連携TF議事録案

金流商流2017-2-03　金融EDI（XML新システム）の状況と計画
金流商流2017-2-04　データ連携プロジェクトの状況と金流商流連携
金流商流2017-2-05　金流商流情報連携の普及促進検討事項

金流商流2017-2-06　金融EDI普及についての検討
　　席上配布：
（1） 日経産業新聞（8月29日付け）「通信大更新潜む2024年問題」～ISDNサービス終了～
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